「鬼門除け」に見られる京都の魔除け習俗の研究 : 「田の字地区」実地調査を事例として by 藤野 正弘


























































































































































































民家（木造） 7 64 24 14 144 12 5 43 313
民家（ビル） 7 79 40 10 68 4 1 32 241
マンション 1 38 22 11 20 0 0 19 111
事務所（木造） 0 8 2 1 6 1 0 3 21
事務所（ビル） 3 72 26 23 25 2 1 32 184
店舗（木造） 3 16 7 2 42 3 1 24 98
店舗（ビル） 3 35 3 6 26 2 0 29 104
寺社 1 2 0 1 0 0 0 0 4
その他 0 0 2 1 0 0 0 0 3
駐車場 1 9 6 0 1 0 0 2 19
26 323 132 69 332 24 8 184 1098
図－1　形状、設置主体によるクロス集計（筆者作成）




































































（１）　『月刊京都 2013 年 2 月号「鬼の正体、鬼門の謎」』
（２）　「平安城東西南北町並之図」（江戸初期）　「三条油小路西側・東側町並絵巻」（1820
年）　「新町通百足屋町並図絵」（江戸後期）　「六条御境内絵図」他
（３）　「田の字地区」とは俗称であり、定見はない。一般的には碁盤の目と呼ばれる京
都市内中心部のうち、御池通、五条通、堀川通、河原町通に囲まれた地域を指すこ
とが多い。今回の調査では、丸太町通、五条通、堀川通、寺町通に囲まれた東西1.5km、
南北 2.25kmの区域を悉皆調査した。
（４）　東牖子（1801）
